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学校適応モデルの作成

原田克巳，竹本伸一

TheDevelopmentofSchoolAdjustmentModel

ＫａｔｓｕｍｉＨＡＲＡＤＡ,ShinichiTAKEMOTO

問題と目的

学校適応という概念は教育心理学を始めとす

る諸領域で度々用いられてきたが，長らく統一

的な定義が存在しなかったため，アセスメント

に用いる指標が研究間で統一されておらず，児

童・生徒の学校適応に関するアセスメントが適

切に行われているかどうかについては疑問の余

地が残されていた。これを受けて，原田・竹本

（2009）は先行研究で用いられてきた適応およ

び学校適応の定義をレビューし，学校適応を，

“主観的にも客観的にも，児童・生徒が学校生

活を肯定的に捉えており，かつ，学校側からの

要請にも適切に応えている状態，およびその状

態に至る過程である，,として，学校適応の包括

的な定義を提唱している。よって，今後はこの

定義に基づいて学校適応を構成する諸概念を具

体的に記述していく必要があるといえよう。

原田・竹本（2009）の学校適応の定義にも見

られるように，適応には主観的側面と客観的側

面があり，学校適応について考察するためには

両方の側面を考慮する必要がある。竹本

（2009a,b）は，学校適応の主観的側面と客観的

側面にそれぞれ着目し，生徒と教師にインタ

ビュー調査を行い，木下（2003；2007）の修正

版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（以

下,MGmdLと表記）による理論化およびモデル

化を試み，竹本（2009a）では生徒が考える適応

的な生徒像をモデル化して学校生活主観的適応

モデル(Figurel）を，竹本（2009b）では教師

が考える適応的な生徒像をモデル化して学校生

活客観的適応モデル（Figure2）を，それぞれ作

成している。

これらのモデルではカテゴリーとして，学校

生活における対人関係である『豊かな人間性｣，

学習や進路に対する意識である「確かな学力｣，

学校生活における総合的な感情である『学校生

活へのポジティブ評価』が共通して用いられて

おり，学校生活主観的適応モデルに含まれる１１

個の概念および学校生活客観的適応モデルに含

まれる９個の概念の中で【良好な友人関係】,【学

習意欲】，【知識・技能】，【夢・目標への努力】，

【問題の自己解決】，【居心地の良い場所】の６

個の概念が共通しているなど，カテゴリーレベ

ルにおいても概念レベルにおいてもモデルの共

通性は高い。すなわち生徒と教師が考える学校

適応の概念は，細部では若干異なるものの，全

体的な共通性は高いといえよう。したがって，

生活主観的適応モデルと学校生活客観的適応モ

デルに含まれる諸概念において共通の特徴を有

する概念を統合し，概念の再定義やヴァリエー

ションの整理を行うことによって，主観的側面

と客観的側面の両側面を捉えた学校適応の概念

を生成することができると考えられる。

以上を踏まえ,本研究では,原田･竹本(2009）

によって提唱された学校適応の定義に従い，学

校生活主観的適応モデル（竹本，2009a）と学校

生活客観的適応モデル（竹本,ZOO9b）を統合す

る過程を通して，主観的側面と客観的側面の両

側面を捉えた学校適応モデルを構築することを

目的とする。

平成２１年９月３０日受理
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学ｔ生活への

綴

蕊翰

Figurel学校生活主観的適応モデル（竹本，2009a）

学校上活への

、

鍵率

Figure2学校生活客観的適応モデル（竹本，2009b）

概念の統合や再定義，ヴァリエーションの再分

類を行うことによって学校適応モデルを作成す

る。

ﾉ調査〕銭カニザニ中学生６名(男子３名,女子３名）

と高校生７名（男子３名，女子４名）および中

学校教員４名（男性３名，女性１名）と高等学

方法

のインタビューデータに対し竹本（2009a,b）のインタビューデータに対し

て，MGmALによるモデルの作成を行う。具体的

には，学校生活主観的適応モデル（以下，モデ

ル１と表記）と学校生活客観的適応モデル（以

下,モデル２と表記)に含まれる概念を検討し，
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改めている。【学習意欲の維持】に関しては，学

習意欲があることが大切なのではなく，学習意

欲を維持していくことが大切であることを強調

するためであり，【知識･技能の習得】に関して

は，知識・技能を有していることが大切なので

はなく，知識・技能を習得していくことが大切

であることを強調するためである。

その後，残った概念について検討を行った。

まず，モデル１の【空気を読む】と【周囲に気

を配る】，およびモデル２の【集団に溶け込む】

と【他者への配慮】は，それぞれ学校生活にお

ける集団機能の維持に関する概念として統合可

能であると判断されたため，これらの概念を統

合して【集団機能の維持】とした。また，モデ

ル１の【頑張ればなんとかなる】とモデル２の

【未来への期待感】を統合し，【時間的展望の確

立】とした。【頑張ればなんとかなる】は現在を

肯定的に捉えられるかどうかに関する概念であ

り，【未来への期待感】は過去の受容をも含めた

未来に関する概念であるため，これらの概念は

過去・現在・未来の一貫性に関する概念として

まとめることができるからである。そして，【適

度な教師関係】と【気になる異性の存在】に関

しては，両概念が学校生活に適応しようとする

主体である生徒から生成された概念であり，教

員と生徒の双方が最も重視しているカテゴリー

である「豊かな人間性」に属していることを尊

重し，学校適応の概念としてそのまま用いるこ

ととした。

以上より，学校生活への適応として，１０個の

概念が生成され,モデル1やモデル２と同様に，

三カテゴリーにまとめられた（nblel)。

校教員３名（男性２名，女性１名）の合計２０

名

分汐ゲラ写続きＭGIAの提ﾛ昌者である木下(2003）

に準じ，以下の段階を踏んで行った。

ｉ）分析テーマと分析焦点者に照らしてデータ

の関連箇所に着目し，それを－つの具体例とし

て，他の類似具体例をも説明できるような概念

を生成する。ｉｉ）概念を創る際に，分析ワーク

シートを作成し，概念名，定義，最初の具体例

などを記入する。iii）データ分析を進める中で

新たな概念を生成し，分析ワークシートは個々

の概念ごとに作成する。ｉｖ）同時並行で他の具

体例をデータから探し，ワークシートに追加記

入していく。ｖ）生成した概念の類似例を確認

するだけでなく，対極例についても検討するこ

とで解釈が恋意的に偏る危険を防ぐ。ｖｉ）それ

以上新しいサンプルを増やしても新たな知見が

得られない状態（理論的飽和）に達したら分析

を終了し，生成した概念同士の関係を図にして

いく。vii）複数の概念からなるカテゴリーを生

成し，カテゴリー相互の関係から分析結果をま

とめ，その概要を簡潔にモデル化および文章化

する（仮説モデルの生成およびストーリーライ

ンの作成)。

結果

以下,生成された概念は【】で,カテゴリー

は「』で，それぞれ括って表すことにする。

概念の統合・再定義

モデル１には11個の概念が，また，モデル２

には９個の概念が，それぞれ含まれている。モ

デル１とモデル２の両方で同一名称が付けられ

た概念は細部には違いが見られたものの基本的

には同質の概念であると判断されたため，その

ままヴァリエーションを統合し,【良好な友人関

係】，【学習意欲の維持】，【知識・技能の習得】，

【問題の自己解決】，【夢・目標への努力】，【居

心地の良い場所】を生成した。このとき，【学習

意欲】を【学習意欲の維持】に，【知識・技能】

を【知識・技能の習得】に，それぞれ概念名を

仮説モデルの作成

モデル１では,｢豊かな人間性』「確かな学力｣，

「学校生活へのポジティブ評価』の三つのカテ

ゴリーは互いに影響を与え合うという関係が見

られ（竹本，2009a)，モデル２では，「確かな学

力』は『学校生活へのポジティブ評価」に影響

を与え，「学校生活へのポジティブ評価』と「豊
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かな人間性』は互いに影響を与え合い,『豊かな

人間性』は「確かな学力』に影響を与えるとい

う関係が見られた（竹本，2009b)。これらを踏

まえ，カテゴリー間の関係を検討する中で仮説

が生成され（mble2,3)，学校適応モデルが作成

された（Figure3)。

Iklblel学校適応の構成概念

カテゴリー ､０，，の心

毒|制一福

当意1Rk〔の維摂

]識・技能の習樗

問題の自己解研

Itlble2カテゴリー間の影響に関する仮説

､～」

カテゴリー 学校適応の構成概念 定義

豊かな人間性

集団機能の維持

良好な友人関係

気になる異性の存在

適度な教師関係

自らが所属する集団の規則に従い，集団機能の維持に努めること。

友達との良好な関係を築き，維持すること。

学校生活に対する満足感を増加させてくれる異性が身近にいるこ

と ◎

教師と適度な関係Ｉ性を保ち，必要に応じて援助要請ができること。

確かな学力

学習意欲の維持

知識・技能の習得

夢・目標への努力

問題の自己解決

学習に参加し，課題に取り組もうとする意欲を継続的に持つこと。

学習内容を理解し，新たな知識や技能を習得すること。

夢や目標を持ち，自らの進路を視野に入れながらそれらに向かって

積極的に取り組むこと。

生じた問題に対して自ら取り組み，解決していこうとすること。

学校生活への

ポジティブ評価

居心地の良い場所

時間的展望の確立

学校の中で居心地の良い時間を過ごせる場所を確保すること。

過去を受容し，現在を精一杯生きることによって肯定的な未来を思

い描くこと。

仮説 ロー・データ

『豊かな人間性』は『確か

な学力』に影響を与える。

●例えば，勉強できる人がいて影響を受けたり。そう考えたら友達は多い方

がいいと思います。（生徒Ａ）

●どっちかつて言ったら気持ちと気持ちのつながり。それをきちんと保って

るというか，そういったことができればそこに物理的な，成績だとか，そ

ういったものが出てくる。（教師Ｆ）

『確かな学力」は『豊かな

人間性』に影響を与える。

●勉強も－種のあれですよね。人に教えてあげたりとかで，居場所っていう

か，人とつながりができるって感じで。（生徒Ｅ）

●例えば勉強の良くできる子がいたら，その子になんかちょっとわかんない

とこ教えてもらったりとかする゜（生徒Ｌ）

『豊かな人間性」は『学校

生活へのポジティブ評価』

に影響を与える。

●人間関係が良ければ居心地もいいと思います。（生徒Ｆ）

●人間関係を基にして，…その副産物として何か達成感になるような。（教師

F）

『学校生活へのポジティブ

評価』は『確かな学力」に

影響を与える。

● 楽しいっていう感じを学校で持てるなら，まあ

て ，

， 学校来ようかなってなっ

学校に来たら授業を受けるし，授業を受けてれば，まあ，少しずつで

も学力はついてくるから。（生徒ｃ）

『確かな学力」は『学校生

活へのポジティブ評価」に

影響を与える。

●まあ ， でも極端に周りより成績が悪かったりできないってことにコンブ

レックスを持つと，それはそれでいるのがつらくなるっていうのはあるか

もしれないですね。（生徒Ｆ）

●学校の中で居場所があることが大事。で，例えば授業が一定レベルわから

ないと授業の中に自分の居場所はなくなるわけや。（教師Ｇ）

『学校生活へのポジティブ

評価』は『豊かな人間性」

に影響を与える。

●学校に自分から来たいって，集団に自分から参加したいって思う，そうい

う状態を作りたい。（教師Ａ）

●明るいとか，笑ってるとか，よくしゃべるとか，楽しそうな感じ。別に学

校来るのが筈でもないし，みんなとワイワイやってるのが楽しそうな感じ。

(生徒Ｄ）
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nlble3学校適応過程に関する仮説

学校生活への

居心地の

良い場所

時間的展望

の確立

集団機能の

維持

良好な

友人関係

学習意欲の

維持

知職一技能

の習得

轤蕊鱸 夢一目標

への努力

気になる

異性の存在

適度な

教師関係

問題の

自己解決

Figure3学校適応モデル

係を構築・維持する能力に長けているため，学

校生活において【居心地の良い場所】を確保し

やすくなる。また，対人関係の中で自己と他者

を比較することによって自己理解を深め，過去

から現在を経て未来に通じる自己イメージを構

成し,【時間的展望の確立】に至ると考えられる。

そして，【居心地の良い場所】と【時間的展望の

確立】によって構成される『学校生活へのポジ

ティブ評価』は，生徒の生活を安定させ，学習

に取り組む下地を整える役割を果たしており，

これによって｢確かな学力』の形成が促される。

そして「確かな学力」を有している生徒は，他

ストーリーライン

ストーリーラインとは，生成した概念とカテ

ゴリーだけで分析結果を簡潔に文章化すること

である。ストーリーラインを書くこと自体が解

釈であり，最後の分析であるといえるため，こ

の作業は非常に重要である(木下,2003)｡以下，

本研究における分析結果のストーリーラインを

述べる。

学校適応は，主観的にも客観的にも「豊かな

人間性』を中心にして構成される。『豊かな人間

性』を有している生徒は，【良好な友人関係】や

【適度な教師関係】を築くことができ，対人関

仮鋭 ロー・データ

『豊かな人間性』，「学校生

活へのポジティブ評価』，

『確かな学力』のバランス

が大切である。

● 体調悪くても学校来れるような感じで,体調良いに越したことはないけど，

悪くてもなんとかなるし。バランス悪い状態になって，それでそのバラン

スに耐えられなくなって，…風邪引いてて学校に来れてる状態から，風邪

こじらせて来れなくなるって感じ。（生徒Ｃ）

『豊かな人間性』は学校適

応の主要な要因である。

●－番重要なのは人間関係かなっていうのははっきり言うとそうですね，そ

●

れが一番だと思います。（生徒Ｆ）

学校生活に適応できるかどうかのポイントは，…人間関係が一番大きいん

じゃないかと思う。…友達がおるから学校に来るんやっていうのが非常に

多いような気がする。（教師Ｃ）
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する。そして，社会的スキルは学習することに

よって習得可能であるという点が強調されてお

り，社会的スキルを向上させることを目的とし

た実践的な研究が数多く行われている｡例えば，

石川・小林（1998）は小学生に対して，ｉ）適

切な社会的スキルを用いる必要性についての教

示，ｉｉ）問題場面の提示，iii）モデリングの師

範，ｉｖ）役割交代をしながらのロールプレイン

グ，ｖ）フィードバック，ｖｉ）般化のための宿

題の決定，といった一連の社会的スキル訓練を

実施し，社会的スキル訓練は攻撃性の高い子ど

もや引っ込み思案の子どもに有効であることを

明らかにしている。また，江村・岡安（2003）

は，社会的スキル訓練を行うことによって孤独

感の減少や友人関係の向上などの効果が生じる

ことを指摘している。したがって，児童・生徒

に社会的スキルを習得させる試みは，いじめや

不登校などの問題に対する予防的・開発的援助

の一つの方策として捉えることができ,『豊かな

人間性」の向上に寄与することが予想される。

【集団機能の維持】

本研究における集団機能とは，困っている人

がいたら助けたり，クラスの取り組みに協力し

たりするなどといったように，集団での活動に

積極的に参加することを意味する。集団には目

標や規範が存在し，集団目標や集団規範が共有

されなくなったとき，集団機能の維持は困難と

なり，最悪の場合は学級崩壊に至る可能性があ

る。したがって，学校生活への適応を捉える際

に，集団目標や集団規範が共有されているかど

うかは非常に重要な観点となり，学校における

集団生活を維持するためには最低限必要な概念

であるといえよう。

【良好な友人関係】

給食やそうじの時間，休み時間など，学校生

活では生徒同士で過ごす時間は少なくないが，

この時間を一緒に楽しめる友人がいなければ学

校生活は孤独で退屈なものになることが予想さ

れる。実際，所属グループがなく親友もいない

子どもたちは不登校傾向を有すること（伊藤，

の生徒から学習などにおいて質問を受けること

が多く，他者と関わる時間が増え,『豊かな人間

性』を育む機会が増加する。したがって，《｢豊

かな人間性』→『学校生活へのポジティブ評価』

→『確かな学力』→『豊かな人間性」→…》と

いうサイクルが想定される。

同様にして,『豊かな人間性』を有している生

徒は教師と適度な関係を維持しているため，授

業への動機付けが高く，友人関係の良好さも加

わってグループ学習等での学びが促進される

（『確かな学力』の向上)。そして，学校のカリ

キュラムは学習が中心であるから，授業が理解

でき，勉強が楽しいと感じることは，学校での

大部分の時間を充実して過ごせているという認

知，すなわち「学校生活へのポジティブ評価」

につながる。その後,「学校生活へのポジティブ

,評価』は学校で過ごす時間を共有している友人

や教師との関わりを促進させ，『豊かな人間性』

を育んでいく。したがって，《｢豊かな人間性」

→『確かな学力」→『学校生活へのポジティブ

評価』→『豊かな人間`性」→･･･》というサイク

ルが想定される。

このように，学校適応を構成する三カテゴ

リーである｢豊かな人間性』,「確かな学力』,『学

校生活へのポジティブ評価」は互いに影響を及

ぼし合いながら変容していくと考えられる。

考察

『豊かな人間性』

学校適応における『豊かな人間性」は，【集団

機能の維持】，【良好な友人関係】，【気になる異

性の存在】，【適度な教師関係】で構成されてい

る。これらの概念は対人関係の円滑さに関する

内容を多く含んでいることから,『豊かな人間性』

について考察する際のキーワードとして社会的

スキルをあげることができよう。社会的スキル

とは，人間関係の円滑な形成や維持に必要とさ

れる技能であり，対人関係を円滑に進める具体

的行動（菊地，1988）や学習可能な対人関係を

円滑に運営する適応能力（大坊，1998）を意味
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2002）や，長期にわたって友人がいなかったり

疎外されたりすることが後の,情緒的な問題行動

を予測することが明らかにされており（Ladd＆

Iroop-Gordon,2003)，友人関係が学校生活に及

ぼす影響は大きいと考えられる。本研究におい

ても，良好な友人関係が学校適応を導くことが

示唆され，友人関係と学校適応はかなり密接な

関連があることが改めて明らかになったといえ

よう。

【気になる異性の存在】

恋愛は中学生や高校生にとって最も関心が向

けられる事柄の一つであり（宮武，1998)，性役

割の発達や内的成長の原動力になるため（鈴

木・松井・井上・宮武，1997)，異性との関係が

学校生活に与える影響は決して小さくはないこ

とが予想される。特定の他者に強い恋愛感情を

抱いている人ほど自己の成長を実感しているこ

とが明らかにされており（Ruvolo＆Bremnan，

1997),異性や恋愛に関心を持つことは学校生活

を楽しく充実して送る上で効果的に作用すると

考えられ,【気になる異性の存在】は学校適応の

構成要素の一つであると捉える必要があるとい

えよう。

【適度な教師関係】

生徒にとっての重要な他者には，友人や両親

だけでなく教師も含まれていると考えられるが，

教師は，友人，両親，兄弟姉妹などと比較して

最も重要度が低い関係であると認知される傾向

にある（LemperS＆C1axkLempers，1992)。つま

り，生徒にとって教師は重要な他者に含まれる

ものの重要度は低いという微妙な位置付けの他

者であると考えられる。生徒にとって教師は学

校生活で接する大人の筆頭であるため，決して

その存在が無価値であったり無意味であったり

するわけではないが，教師は生徒を評価する立

場にあり，生徒は教師から評価される立場にあ

ることを考慮すると，生徒は教師と適度な距離

を保ちながら関係を維持することが望ましいと

捉えているといえよう。

『確かな学力』

学校適応における「確かな学力』は【学習意

欲の維持】，【知識・技能の習得】，【夢・目標へ

の努力】,【問題の自己解決】で構成されている。

確かな学力の育成に関する重要な視点として，

中央教育審議会（2003）では，ｉ）知識や技能

を剥落させることなく自分の身に付いたものと

すること，ｉｉ）それを実生活で生きて働く力と

すること，iii）思考力・判断力・表現力や学ぶ

意欲などを高めること，が指摘されている。ま

た,2006年に改正された教育基本法や学校教育

法においては，学力の重要な要素として，ｉ）

基礎的・基本的な知識・技能の習得，ｉｉ）知識・

技能を活用して課題を解決するために必要な思

考力・判断力・表現力等，iii）学習意欲，の三

点が指摘されている（中央教育審議会，2008)。

つまり，確かな学力とは，学習意欲，知識・技

能，思考力・判断力ｄ表現力，問題解決能力な

どが複合的に組み合わされた概念であると捉え

ることができよう。

【学習意欲の維持】

意欲には，状況意欲，文脈意欲，パーソナリ

ティ意欲の三つのレベルが存在することが指摘

されている（鹿毛，2004)。状況意欲とは刻一刻

と変化するような移るいやすい意欲を指し，文

脈意欲とはある特定の活動内容や領域に対応し

た意欲を指し，パーソナリティ意欲とは生活全

般に影響を及ぼすその人固有の統合的な意欲の

あり方を指す｡つまり，意欲には｢波」があり，

興味や注意力ばかりでなく，感情や体調の影響

を受け，学習内容や領域によっても異なり，個

人差があると考えられる。このように意欲を，

状況意欲，文脈意欲，パーソナリティ意欲の三

つのレベルに分けて捉えると，パーソナリティ

意欲は生徒個人固有の意欲であるため，教師の

働きかけによって高めることができる意欲は状

況意欲と文脈意欲であると考えられる。これら

の意欲を高めるためには，学習しやすいように

クラスの雰囲気を整えるなどの工夫が必要であ

り，学習によって自己が成長していると感じる
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ある。【夢・目標への努力】にはこれらの学習に

関する目標だけでなく生活全般に関する目標が

含まれる。夢や目標は人それぞれであり，個人

差も大きいが，何らかの目標を持ち，それを実

現させるために計画を立てながら継続的に努力

することは学校生活を充実して送る上で必要で

あろう。

【問題の自己解決】

ストレスへの対処方略には,問題焦点型対処，

情動焦点型対処，社会的支援の探索，回避・逃

避型対処の４種類が見出されており（杉山，

2002),生徒はこれらの対処方略を用いながら学

校生活を送っていると考えられる。問題焦点型

対処とは，その状況において生じている問題を

解決することを通してストレス価を減じようと

することを目的とした対処方略であり，情動焦

点型対処とは，具体的な問題解決ではなく，ス

トレス状況で喚起された不快な情動状態を鎮め，

調整するための対処方略である（Folkm2m＆

LazarUs，1980)。また，社会的支援の探索とは

他者に援助を要請する対処方略であり，回避・

逃避型対処とはストレスを生じさせる問題につ

いて考えないようにする対処方略である。

これらのストレス対処方略を自ら主体的に行

使する能力を高めようとする教育プログラムと

してストレス･マネジメント教育があげられる。

ストレス・マネジメント教育とは，ストレスに

対する自己管理を効果的に行えるようにするこ

とを目的とした働きかけであり，ストレスの本

質を知り，ストレスの成立を未然に防ぐ手段を

修得させることを目指した健康教育である（児

玉，1997)。生徒が学校生活に適応していくため

には自ら問題に対処する能力が必須であり，今

後，ストレス・マネジメント教育が学校で実施

され，生徒の学校適応を促進させることが期待

される。

『学校生活へのポジティブ評価」

学校生活への包括的な感情や評価を表す『学

校生活へのポジティブ評価｣は,【居心地の良い

場所】と【時間的展望の確立】によって構成さ

ことができれば学習意欲は高まる(神藤,1998）

ことから，学習において成功体験を積み上げて

いくことが重要であるといえよう。

学習意欲に関する概念は,主観的適応(竹本，

2009a)，客観的適応（竹本，2009b）を問わず抽

出されており，学校生活に適応する上で，何ら

かの課題に意欲的に取り組むことは必須である

と考えられるbただ，学習意欲に影響を及ぼす

要因に関する教師と生徒の認知にはかなりのズ

レがあり，例えば，教師は生徒を褒めることが

学習意欲を高めると認知しているが，生徒自身

は褒められたとしても学習意欲がそれほど高ま

るわけではないと認知していることが明らかに

されている（吉田・山下，1987)。したがって，

教師は生徒の視点も考慮しながら，どうすれば

生徒の学習意欲を高めることができるのかにつ

いて考えていく必要があるといえよう。

【知識・技能の習得】

学習の当事者である生徒は学校生活の中で学

習活動をあまり重視していないことが多く，【知

識・技能の習得】に関しては教師と生徒の問に

意識のズレが生じていることが推測される。し

かし，各学校段階において最低限必要な知識・

技能を身に付けることは非常に重要であり（中

央教育審議会大学分科会,2007)，生徒が学習活

動をどのように捉えていたとしても【知識・技

能の習得】は学校の主要な機能であることに変

わりはない。したがって，生徒が学校生活に適

応するためには学習活動を自らの発達課題とし

て受け止め，必要とされる知識・技能を習得し

ていくことが望ましいと考えられる。

【夢・目標への努力】

目標に関する先行研究の中でも，学習に関す

る内容を扱った研究は多く，生徒の学習目標は

次の二つに大別されている(石田･川村,2008)。

一つは，学習そのものを価値付けし，課題の熟

達を通して自分自身の能力の発達と向上を目指

す，努力を重視する目標であり，もう一つは学

習における相対的評価を強く意識し，高い能力

や評価の獲得を目指す，能力を重視する目標で
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れており，『学校生活へのポジティブ評価』には

学校生活における人間関係や学習活動で生じる

感情が反映されているため，このカテゴリーは

これまで学校適応感として捉えられてきた領域

に相当すると考えられる。

【居心地の良い場所】

ある種の日常的疎外感情が「自分の居場所が

ない」という言葉を通して表現されることがあ

り（堤,2002)，居心地の良い場所を確保できな

い生徒は疎外感や孤独感などのネガティブな感

情を抱くことが予想される。しかし，ネガティ

ブな感情から逃れるために居心地の良い場所を

獲得しようと試みることが人格形成を促進する

（宮下,1995)と捉えることも可能であるため，

仮にある時点で居心地の良い場所が確保されて

いないとしても，学校生活の中で居心地の良い

場所を作り出そうと努力しているのであれば，

それは学校適応への着実な歩みとして評価する

ことができよう。ただ，疎外感の高い者ほど自

己の過去や未来を否定的に捉える傾向があるこ

とが明らかにされており（宮下，1994)，居心地

の良い場所がないことによって【時間的展望の

確立】に悪影響が及ばないよう注意する必要が

あると考えられる。

【時間的展望の確立】

時間的展望は，認知，欲求・動機，感情・評

価の三側面とそれらを支える基礎的認知能力か

ら構成されていると捉えることができ（都筑，

1999),時間的展望が現実場面での行動に何らか

の影響を与えることが示唆されている。また，

過去・現在・未来の間には規定関係があり（白

井,2008),相互に関連が深いことを踏まえると，

学校適応について考察するためには現在や未来

だけでなく過去についても考慮しておく必要が

あると考えられる。

そして，【時間的展望の確立】は青年期の発達

課題であるアイデンティティの確立の一部とし

て捉えることができる。アイデンティティは，

連続性（自分自身が時間的に連続しているとい

う自覚）と斉一性（自分が他の誰でもない自分

であるという自覚)によって構成され(Erikson，

1959)，過去・現在・未来の自分が連続している

という感覚を持つことが重要である。自己を過

去・現在・未来の連続体として捉えることがで

きる生徒は学校生活での自己を一貫して肯定的

に評価することができ，学校生活に適応してい

るという感覚を獲得しやすくなると考えられる。

総合考察

学校適応と生きる力

２１世紀は，政治・経済・文化を始めとする社

会のあらゆる領域において新しい知識・情報・

技術が活動の基盤として飛躍的に重要性を増す，

いわゆる知識基盤社会の時代であると言われて

いる（中央教育審議会，2005)。また，知識基盤

社会の特質として，ｉ）知識には国境がなく，

グローバル化が一層進む，ｉｉ）知識は日進月歩

であり,競争と技術革新が絶え間なく生まれる，

Ⅲ）知識の進展は旧来のパラダイムの転換を伴

うことが多く，幅広い知識と柔軟な思考力に基

づく判断が一層重要となる，ｉｖ）性別や年齢を

問わず参画することが促進される，などがあげ

られ（中央教育審議会,2008)，知識基盤社会の

中では「生きる力」を育むという理念はますま

す重要になっている。生きる力とは，将来の職

業や生活を見通して，社会において自立的に生

きるために必要とされる力であり（中央教育審

議会,2007)，生きる力の知の側面として確かな

学力の育成が重要視され，今後の学校教育が目

指す方向であると位置付けられている。

学校適応モデルにおいて「確かな学力』に影

響を与える要因として「豊かな人間性」と「学

校生活へのポジティブ評価』が指摘され，特に

「豊かな人間性』は学校生活への適応の中核を

担う概念であることが明らかにされた。した

がって，これからの学校教育では,「豊かな人間

性』の育成を中心に据え，『豊かな人間性」を基

盤とした『確かな学力」の形成を図り，波及的

に生きる力の育成につなげていくことが大切で

あると考えられる。
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『豊かな人間性』と『学校生活へのポジティブ

評価』の関係

学校生活における対人関係と感情や評価には

相互に規定関係があることがこれまで数多くの

研究で実証されている。例えば，社会的スキル

が高い生徒は低い生徒よりも学校嫌い感情が有

意に低いこと（沖・藤生，2003)，仲間からの人

気や友人関係の質といった社会的機能は学校へ

の肯定感や不安感と関係していること（Ladd，

1990)，「自分は先生から好かれている」という

認知は学校享受感の増大やストレス反応の低減

に影響を及ぼしていること（山本･仲田･小林，

2000)，などがあげられる。このように，学校生

活における対人関係は学校生活全般に対する感

情や評価に大きな影響を及ぼすため，社会的ス

キル訓練や構成的グループエンカウンターなど

を実施することによってクラスの雰囲気を整え，

『豊かな人間性」が育まれる環境を整備するこ

とは学校適応への支援として非常に重要である

と考えられる。

やすく，ストレス反応を表出しやすいため（松

田・玉瀬,2002)，失敗が積み重なれば学習性無

力感の状態に陥ることも想定される。このよう

な状態では学校生活に期待感を持つことも難し

くなり，自分には居場所がないと感じることも

増えるため，学習面でのサポートは『確かな学

力」を身に付けさせるためだけでなく，『学校生

活へのポジティブ評価』を形成する上でも重要

になってくるといえよう。

『確かな学力」と『豊かな人間性』の関係

学習場面で困難に直面した際，身近な他者に

援助を求めることは適切な学習方略の一種であ

り（Karabenick＆KmM〕p，1991)，生徒は授業な

どの学習場面で周囲の友人に援助を求めること

が多い。学業的援助要請は人間関係に関わる方

略であるため，社会的な要因の影響を大きく受

けることが指摘されており（伊藤,2007)，他者

との関係が良好ではない場合，援助要請行動は

抑制されることが予想される。こういった意味

において，学習は人間関係とも密接に関連する

と考えられる。

生徒は友人や教師と様々な活動を共有しなが

ら相互に影響を及ぼし合っており，特に学習面

においては友人から多大な影響を受けることが

繰り返し指摘されてきた(岡田,2008)｡例えば，

ポジティブな友人関係は学習に対する意欲（吉

田・山下，1987）や学業達成（Guay§Boivin,＆

Hodges，1999）を向上させるが，ネガティブな

友人関係は学業成績を低下させることが示唆さ

れており（Guayeta1.,1999)，学習場面におい

ても友人関係は重要な意味を持っている。生徒

の友人関係は相互の情報交換やモデリングなど

を通して学習への従事や意欲に影響することが

予想されるため（Ryan，2000)，生徒は【良好

な友人関係】を基盤として友人との間で学習に

関する相互作用を行い，その経験によって学習

に対する意欲や学業達成が促進されていること

が推測される。

『学校生活へのポジティブ評価』と『確かな学

力』の関係

学習活動での達成感や充実感，あるいは反対

に無力感や挫折感は，学校生活全般への評価に

大きな影響を与えることが予想される｡よって，

教師を始めとする心理教育的援助サービスの提

供者は生徒の感情にも気を配り，「確かな学力』

の向上と『学校生活へのポジティブ評価」の形

成を両立させることが求められるといえよう。

学校生活の大半を占めるのは授業の時間であ

り，「確かな学力』が著しく不足している場合は

授業が理解できないため，学校生活の大半は退

屈な時間を過ごさなければならないことが予想

される。したがって，この場合，『学校生活への

ポジティブ評価」を形成することは難しく，逆

に学校生活へのネガティブ評価が形成される可

能性がある。特に，授業が理解できないと認知

している生徒は理解できていると認知している

生徒に比べて学習場面で不快な出来事を経験し
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まとめと今後の課題

本研究では，原田・竹本（2009）によって提

唱された学校適応の定義に基づき，学校生活主

観的適応モデル（竹本,２OO9a）と学校生活客観

的適応モデル(竹本，2009b）を統合することに

よって，学校適応のモデル化を試みた。その結

果,「豊かな人間性』，「確かな学力｣，『学校生活

へのポジティブ評価』の三要素によって構成さ

れる学校適応モデルが作成され，これら三要素

は互いに影響を与え合うことが示唆された。

今後は作成されたモデルを教育実践に活用す

ることが求められるため，学校適応モデルに対

応した学校適応尺度を作成することが望ましい

と考えられる。なぜなら，学校適応モデルに対

応した尺度を活用することによって，学校適応

の定義・モデル・尺度が理論的に統一された形

でアセスメントを行うことが可能になるからで

ある。
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